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政
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
や

文
化
に
基
づ
い
た
地
域
振
興
、

産
業
振
興
に
取
り
組
む
自
治
体
に
、
新

た
な
交
付
金
を
創
設
す
る
方
針
で
来
年

３
月
ま
で
に
新
法
の
成
立
を
目
指
す
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。
幕
別
町
第
６
期
総

合
計
画
等
で
は
、「
ふ
る
さ
と
館
」
や
「
蝦

夷
文
化
考
古
館
」
は
老
朽
化
が
進
み
、

施
設
整
備
の
検
討
を
行
う
と
し
て
い

る
。
今
後
の
整
備
方
針
、
新
た
な
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

「
資
料
収
集
機
能
」
、
「
整
理
・

保
存
機
能
」
、
「
公
開
・
普
及
・
教
育
連

携
機
能
」
の
目
指
す
べ
き
三
つ
の
機
能

を
有
す
る
施
設
の
整
備
方
針
と
し
て
、

「
（
仮
称
）
幕
別
町
郷
土
文
化
資
料
館
整

備
等
基
本
構
想
（
案
）
」
を
作
成
し
、

平
成
27
年
３
月
、
町
文
化
財
審
議
委
員

会
に
示
し
た
。
「
各
種
資
料
の
保
存
管

理
の
上
か
ら
も
両
館
は
合
築
が
望
ま
し

い
」
、
「
資
料
の
適
正
な
保
存
管
理
の
た

め
、
空
調
の
整
備
を
望
む
」
、
「
ふ
る
さ

と
館
の
建
て
替
え
は
、
現
敷
地
に
こ
だ

わ
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

基
本
構
想
（
案
）
で
は
、
新
た
な
郷

土
文
化
資
料
館
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
館

と
蝦
夷
文
化
考
古
館
の
機
能
を
併
せ
た

施
設
を
新
築
し
、
建
設
位
置
は
、
現
蝦

夷
文
化
考
古
館
敷
地
と
し
て
い
る
が
、

ふ
る
さ
と
館
を
別
の
場
所
、
蝦
夷
文
化

考
古
館
を
現
在
の
敷
地
で
新
築
す
る
こ

と
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

両
館
の
収
蔵
資
料
台
帳
と
収
蔵
資
料
の

確
認
作
業
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
を
基

に
、
新
た
な
資
料
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

適
正
規
模
等
を
考
慮
し
た
基
本
構
想
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
の
新
た
な
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
情
報
の
収
集
に
努
め
、
施
設
の

整
備
が
対
象
と
な
る
交
付
金
が
創
設
さ

れ
た
場
合
に
は
、
有
効
に
活
用
し
た
い
。

９
月
６
日
の
大
規
模
停
電
か

ら
電
力
安
定
供
給
の
不
安
は

払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
冬
期
間
で
あ
れ

ば
凍
死
者
が
出
た
可
能
性
も
あ
る
。
今

回
の
課
題
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
非
常
用
発
電
機
が
用
意
で
き
な
か
っ

た
忠
類
総
合
支
所
の
支
障
業
務
と
今
後

の
対
応
は
。

(2)
町
内
給
油
所
の
停
電
時
の
稼
働
状
況

と
自
家
発
電
機
の
有
無
、
国
・
道
の
補

助
を
活
用
し
た
発
電
機
設
置
の
奨
励
を
。

(3)
酪
農
業
で
は
電
力
が
不
可
欠
。
自
家

発
電
機
導
入
の
一
部
補
助
の
支
援
を
。

(4)
泊
原
発
の
稼
働
で
大
規
模
停
電
は
回

避
で
き
た
と
す
る
専
門
家
も
い
る
。
安

定
供
給
へ
の
解
決
に
向
け
た
考
え
は
。

(1)
発
電
機
は
災
害
協
定
を
締

結
し
て
い
る
リ
ー
ス
会
社
か
ら
提
供
を

受
け
る
よ
う
備
え
て
い
た
が
、
支
所
の

仕
様
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
大
型
出
力

で
電
子
機
器
を
安
定
的
に
作
動
さ
せ
る

発
電
機
が
貸
出
中
の
た
め
確
保
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
窓
口
で
の
諸
証

明
発
行
業
務
な
ど
に
支
障
が
生
じ
た
。

今
後
、
自
家
発
電
装
置
、
ま
た
は
蓄
電

池
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

(2)
停
電
発
生
日
は
、
幕
別
本
町
地
域
で

５
か
所
、
糠
内
・
忠
類
地
域
で
各
１
か

所
、
札
内
地
域
で
２
か
所
が
営
業
し
、

こ
の
う
ち
自
家
発
電
機
の
備
え
は
、
幕

別
本
町
・
札
内
地
域
の
各
１
か
所
。
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
自
家
発
電
機

の
整
備
で
は
、
幕
別
本
町
・
札
内
・
忠

類
の
各
地
域
１
か
所
で
整
備
さ
れ
、
さ

ら
に
札
内
地
域
の
１
か
所
で
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
４
か
所
の
給

油
所
で
、
北
海
道
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
今
後
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

(3)
国
が
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
、
農
協

所
有
の
発
電
機
を
含
め
、
搾
乳
農
家
の

約
85
％
に
自
家
発
電
機
が
整
備
さ
れ

る
。
町
で
は
「
ゆ
と
り
み
ら
い
総
合
資

金
」
の
無
利
子
貸
付
を
予
定
し
て
い
る
。

(4)
北
海
道
電
力
は
、
石
狩
湾
新
港
に
Ｌ

Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
発
電
所
を
建

設
し
て
お
り
、
道
内
の
大
型
発
電
所
が

分
散
し
、
電
力
安
定
供
給
体
制
の
確
保

に
向
け
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

停
電
時
に
お
け
る
携
帯
電
話

充
電
場
所
の
開
設
を
速
や
か
に
。

今
後
は
、
町
民
の
方
が
困
ら
な
い
よ

う
な
体
制
で
臨
ん
で
い
く
。

答問
施
設
整
備
を
対
象
と
し
た
国
の
交
付
金
が
創
設

さ
れ
た
場
合
に
は
有
効
に
活
用
し
た
い

ア
イ
ヌ
文
化
の
新
た
な
交
付
金
を
活
用
し
、
老
朽

化
す
る
蝦
夷
文
化
考
古
館
な
ど
施
設
整
備
を

問

答問
液
化
天
然
ガ
ス
発
電
所
の
運
転
に
よ
り
、

大
型
発
電
所
の
分
散
が
講
じ
ら
れ
つ
つ
あ
る

冬
期
の
大
規
模
停
電
は
生
命
の
危
機
に
直
結
す

る
た
め
、
泊
原
発
の
再
稼
働
も
含
め
た
考
え
は

問

再

質

問

蝦夷文化考古館（千住）

小島　智恵 議員
（政風クラブ）

教
育
長

町
　
長

答


